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グローバル変動金利債券ファンド 愛称：ヘンリー
円ヘッジありコース／円ヘッジなしコース

～市場動向と運用状況～

情報提供資料
（2023年3月28日）

出所：各種報道等より作成。※基準価額の計算において信託報酬は控除されています。
※上記は過去の実績等を示したものであり将来を示唆あるいは保証するものではありません。

• 当ファンドは、世界の変動金利債券に加え、利回りを確保するために、固定利付債券の組入れとして金融機関が発
行するAT1債(CoCo債*)を保有しています。世界の金融機関を取り巻く環境は今月に入り急変し、金融システム
への不透明感が広がり、AT1債(CoCo債)市場が下落したことから、当ファンドの基準価額は軟調となっています。

UBSグループによるクレディ・スイス・グループ買収合意発表までの動向

• 3月10日、米シリコンバレーバンク(SVB)が破綻して以降、金融システムへの不安が高まり、欧州においても経営不
安がささやかれていたスイス金融大手クレディ・スイス・グループ(以下、クレディ・スイス)に対し、15日、筆頭株主のサ
ウジ・ナショナル・バンクが追加投資の可能性を否定したことを受け、クレディ・スイス株は同日約24％下落しました。

• 16日、スイス国立銀行(中央銀行)から最大500億スイスフラン(約7兆2,000億円)の資金供給等が発表されたこ
とや、同行は金融安定理事会(FSB)が指定する「世界の金融システム上で重要な銀行(G-SIBs)」の１行であり
自己資本比率も一般の銀行よりも高い水準にあること等から、市場の懸念は和らぐとの見方が一部出ていたたもの
の、その週末にスイス当局主導で事態は急展開し、19日にスイス金融最大手のUBSグループ(以下、UBS)による
買収合意(2023年末までに完了される予定)が発表されました。

• 株式については、クレディ・スイス株22.48株あたりUBS株１株が割り当てられる内容であったことから、翌20日にクレ
ディ・スイス株は1日で約56％下落、債券については、株式に先んじてAT1債を無価値化するという異例の内容で
あったことから、債券市場に動揺が走りました。

【円ヘッジありコース 基準価額の推移】
(2014年4月30日(設定日)～2023年3月24日)

【円ヘッジなしコース 基準価額の推移】
(2014年4月30日(設定日)～2023年3月24日)(円) (円)

(年/月末) (年/月末)

• 本資料では、運用委託先のユニオン バンケール プリヴェ ユービーピー エス エー(以下、UBP)の見解とともに、足元
の動向と今後の運用方針についてご説明します。

*金融機関の自己資本増強のために発行する社債の一種。発行体の自己資本比率が予め定められた水準を下回る場合などに強制的に
株式に転換されたり、元本の一部または全部が毀損するなどの条項を有する債券。CoCoは「Contingent Convertible(偶発的に転換
される)」の略。AT1(Additional Tier 1)債は中核的自己資本(Tier1)を満たす債券。
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クレディ・スイスの保有状況、今後の運用方針

• 当ファンドでは3月10日時点で、クレディ・スイスの変動金利債券を0.8％、AT1債(CoCo債)を0.8％を保有してお
り、クレディ・スイスのAT1債の価格が大きく下落したことや、他の金融機関のAT1債も多少影響を受けたことが、基
準価額にマイナスとなりました。一方、クレディ・スイスの変動金利債券は3月16日にかけ下落したものの、UBSによる
買収合意発表後は急回復し、足元3月10日の価格を上回る水準まで上昇しています(3月24日時点)。

• 当ファンドでは引き続き欧州の金融機関のAT1債(CoCo債)を約20銘柄(組入比率22％、3月24日時点)継続
保有していますが、運用委託先のUBPは以下のようにコメントしています。

• 「当社はクレディ・スイスの件を資産クラス全体を代表するものではなく、単一の発行体の問題と見ています。クレディ・
スイスと同様の状況にある銀行は他にはなく、欧州の銀行部門は概ね良好な状態を保っています。クレディ・スイスの
AT1債には同行が経営危機に陥った場合に株式とは関係なくスイス当局が減損することを認める条項が含まれてい
ました。一方で欧州と英国の債券にはこのような条項は通常含まれておらず、当局もAT1債よりも株式の処理を優
先させる一般的な対応をとる方針を表明しています。短期的に不安定な相場展開が続く可能性はありますが、AT1
債は銀行資本の重要な柱であり続けると考えられ、今後も市場を注意しつつ、選別的にAT1債に投資をしていく方
針です。」

出所：UBP提供資料、各種報道等より作成。
※上記は過去の実績及び作成時点の見通し等を示したものであり将来を示唆あるいは保証するものではありません。
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■販売会社（順不同、○は加入協会を表す） 2023年3月27日 現在

販売会社名 区分 登録番号 日本証券業
協会

一般社団法人
日本投資顧問
業協会

一般社団法人
金融先物取引
業協会

一般社団法人
第二種金融商
品取引業協会

備考

いちよし証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第24号 ○ ○
株式会社三菱ＵＦＪ銀行 登録金融機関 関東財務局長(登金)第5号 ○ ○ ○

＜備考欄の表示について＞
※１　記載の日付より新規お取扱いを開始します。
※２　記載の日付以降の新規お取扱いを行いません。
※３　新規のお取扱いを行っておりません。 ・詳細は販売会社または委託会社までお問い合わせください。

グローバル変動金利債券ファンド円ヘッジあり・円ヘッジなしコース（愛称　ヘンリー）

＜ご留意事項＞
・上記掲載の販売会社は、今後変更となる場合があります。
・上記掲載以外の販売会社において、お取扱いを行っている場合があります。

販売会社一覧
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当資料はＳＯＭＰＯアセットマネジメント株式会社（以下、弊社）により作成された情報提供資料であり、法令に基づく開示書類ではありません。投資信託
は金融機関の預金と異なりリスクを含む商品であり、運用実績は市場環境等により変動します。したがって、元本、分配金の保証はありません。信託財産に生
じた利益および損失は、すべて受益者に帰属します。投資信託は、預金や保険契約と異なり、預金保険・保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。
証券会社以外の登録金融機関でご購入いただいた投資信託は、投資者保護基金の保護の対象ではありません。当資料は弊社が信頼できると判断した各種
情報に基づいて作成されておりますが、その正確性や完全性を保証するものではありません。当資料に記載された意見等は予告なしに変更する場合があります。
また、将来の市場環境の変動等により、当該運用方針が変更される場合があります。投資信託の設定・運用は委託会社が行います。
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